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【研究の目的】 
 具体的な国際法のルール、たとえば条約の、形成、実現、紛争処理に関わる諸問題を、対内・対外両
側面に渉り多面的に検討することを通じて、裁判や法解釈にかたよらない、国際法過程の動的な全体像
を解明する。 
 
【研究活動及び成果】 

国際法および国際私法の基本理論・方法論に関わる諸問題、および、国際環境に関わる最近の問題（海
面上昇と島嶼諸国、気候変動への人権アプローチ）、さらに、国際人権法に関する多面的な問題（難民
問題、小農の権利）について、それぞれの問題点について討議・検討を行った。 
口頭発表 
2021年度中央大学国際関係法研究会 として開催 
第87回例会（2021年6月19日)オンライン 

中井 愛子「『国際法の誕生―ヨーロッパ国際法からの転換』とその後」 
西平  等（関西大学法学部教授）「戦間期国際法学におけるリアリスト的伝統について」 

第88回例会(2021年10月16日)オンライン 
スミス希美（カナダ・オンタリオ州弁護士）「国際相続法実務からの考察～日加間相続問題における

課題」 
山内 惟介（中央大学名誉教授）「国際法は伝統的国際私法理論をどのように評価するか？― シリア

人若年婚規制の法律構成をめぐって ―」 
第89回例会（2022年1月10日）オンライン 

小島 千枝「海面上昇がもたらす海洋法の発展と課題ー太平洋島嶼国の実行を中心にー」 
佐々木 亮「気候変動に対する人権法アプローチの可能性」 

第90回例会(2022年3月8日)ハイブリッド：オンラインとロースクールでの対面形式 
小坂田裕子（中京大学法学部教授）「小農の権利に関する国連宣言」 
北村 泰三「難民法に対する人権法アプローチの意義ー統合的アプローチに向けてー」 
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